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８月１１日の午前５時７分、静岡地震が発生し、安城市でも震度３の揺れを感

じました。同じその日の午前９時前、高棚町公民館に中学生のみなさんが集まり

ました。タイムリーにも、中学生防災教室の日だったのです。 

中学生防災教室は、安城防災ネットのメンバーの方々が、講師をしてくださり、

①液状化現象体験、②家具転倒防止対策、③家屋倒壊強度比較（台車ぶるる）、④

非常食体験の４つのメニューで行いました。みんな最初はどんなことが始まるの

かと、キョロキョロまわりを見回したり、友達同士でわいわい話をしたりととて

も賑やかでしたが、家具転倒防止のＤＶＤを見て、地震発生時の家具転倒の衝撃

的な場面などが映し出されると、真剣な眼差しで見入っていました。 

体験コーナーでは、電動工具を使っての家具の固定を涼しい顔で上手にこなす

子や液状化現象の実験で不思議そうな顔をする子、家屋転倒強度比較の台車ぶる

るを見て、興味津々の子など、反応が色々でしたが、地震について理解を深める

ことができたと思います。最後に、お湯を入れるだけでできる五目御飯の非常食

を試食し、おいしい体験もできました。  

地震発生の日に行われた中学生防災教室で、家屋倒壊や家具転倒、液状化現象を

学んだ中学生たちは、その危険性を家族や友達に伝えてくれることでしょう。 

 
 

回覧 

 

 

私たちのまちは私たちの手で！！ 

実際に家具の固定の体験をしました。       液状化現象って不思議だな！ 



 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

  

               

福釜町１０番組では、毎月１回のサロン 

   の開催、年間を通して行われる 昼食会 

   やイベントが行われています。 

 有志の女性たちが毎回、箱寿司や、おむ 

すび、漬もの、豚汁など手作りの昼食やい 

ろいろな企画で盛り上げています。 

 住民のだれもが参加でき、毎回和やかな 

な雰囲気が作られ、地域の絆やつながりも 

   有志の女性たちの活躍が支えています。 
 

                                                       福釜町８番組には、桜 

                                高棚町の福祉委員会のメンバーとして 

                               「ふれあいいきいきサロン」や「ふれあい 

                               昼食会」「ふれあい食事会」、町内会の行 

                               事のお手伝いなど、町内会と協力しながら 

                               高棚町の地域で活躍しています。 

                                ボランティアさんも楽しく参加しているふれ 

あいいきいきサロンでは、高齢者の生きがい 

                               づくり、閉じこもり予防、住民同士の信頼関 

                     係づくりなど介護予防につながっています。 

                                
 

 

「ふれあいえのき」の活動は、手作りサロ 

ン、広報紙「えのき」づくり、見守り活動、中 

学生防災教室、町内会事業への協力など 

   多岐に渡って、榎前町で活動しています。 

福祉委員会事業の「せせらぎサロン」では、 

サロン開催のチラシを手渡しで配付するな 

ど、「ながら」の見守り活動にもなっています。 

 西部地区で一番早くから地域福祉活動ボ 

ランティアグループとして活動していて、地域福祉活動の牽引役でもあります。 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 

      西部地域の広域で活動するボランティア活動も行われております。活 

動には、グループ活動と個人活動があり、みなさん楽しみながら、活発 

に活動していらっしゃいますので、活動のあれこれを紹介します！ 

 

 

    平成１３年から活動が始まりました。 

     第 2 木曜日、第４土曜日に西部児童セ 

ンターで、未就園児に絵本・紙芝居等 

の読み聞かせや、人形劇、エプロンシ 

アター等を行っています。不定期に集 
まって打ち合わせをし、活動に備えます。 

      ８月２２日（土）の読み聞かせ会では、 

      ２８人の親子が参加しました。みんな、ワ 

    クワクしながら、お話に聞き入っていました。 

 

      

 

                                                      西部地域には、他地域にはない、独自 

                               の地域ボランティアの情報交換などを行 

                               う交流会があり、「憩まい会」として２ヶ月 

                               に 1 回開催しています。 

                                主に情報交換と、各町の地域活動ボラ 

                               ティアさんの親睦、西部地域広域でのボ 

                               ランティア派遣依頼のコーディネートを行 

                               っています。今年度は、親睦会（食事会 

小物づくり）勉強会（認知症サポーター養 

成講座）、介護教室（食事介助の技法と実際、高齢者向けの調理の工夫と実際）、 

西部地域まつり参加、各町での地域ボランティア活動報告など計画しています。 

 また、地域住民の力が発揮される「西部地域まつり」（１１月末開催予定）では

憩まい会の存在が光ります。 

 

 

 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      西部地域の施設や地域まつりでのボランティアさんの活動を紹介します。 

 

     

 

 

 

久しぶりの盆踊りに手拍子も出ます 敬老会での和太鼓の演奏の様子 

中学生も三河万歳の演技や吹奏楽の演奏のボランティア活動を頑張りました

バザー担当は、ボランティアさん！ ボランティアさんの協力に感謝！ 

西部デイサービスセンターの行事にもたくさんのボランティアさんが活躍！ 

ボランティアパワーが全開です。 施設の介助ボランティアでも協力します。 


